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SIP(戦略的イノベーション創造プログラム)第2期
危機管理型水門管理システムの開発

【実施内容】URL：https://www.pwri.go.jp/team/advanced/pdf/kikikanri_suimon.pdf
① 水門・陸閘等の開閉一元監視システムの開発

（低コストで実現するLPWA統一通信フォーマットの規格化）
② 電源喪失時における水門等の無動力遠隔自重閉鎖技術の開発 2



水門・陸閘等の開閉一元監視システムとは

大規模停電時の電源喪失に備えるため、バッテリ等で低消費電力・長距離通信を可能
とするLPWA(Low Power Wide Area)通信を使用し、限られた通信量でセンサ等から
収集した管理者の異なる水門等の開閉情報を一元監視するシステム

水門・陸閘等の開閉一元監視システムのイメージ 3



伝送フォーマットとは

共通アドレス部
システム番号：河川用 01-02、港湾用 05-06、漁港用 07-08、農業用 09-10
地域アドレス：通信端末の設置場所の市町村コード(JIS)
シリアル番号：LPWA通信端末の管理番号

共通監視部
「遠方操作／機側操作」「通信端末電源」「センサ(装置)状態」「その他」
情報部

「接点データ」「計測データ」を格納
※ 「接点データ」「計測データ」の組み合わせにより13種類のフォーマットを設定

JSA規格「水門などの開閉状況の一元監視システム用伝送フォーマット(JSA-S1019-2022)」
【特徴】

LPWA通信での活用を想定し、限られた通信量(11byte)で管理者の異なる水門等の開
閉状況の情報伝達が可能

【構成(例)】
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「LPWAを活用した水門・樋門・陸閘の開閉状況一元監視システムに関する共同研究(R4-R5)」
URL(土木研究所HP)：https://thesis.pwri.go.jp/pubic_detail/1001899/

・実施機関：(国研)土木研究所、(国研)農業・食品産業技術総合研究機構、筑波大学、(株)ＩＨＩ
・水門の開閉情報や外水位・内水位の情報収集等に、伝送フォーマットを活用

伝送フォーマットを活用した取組み

・土木研究所と民間企業等13社と共同研究を実施
・一元監視システムや伝送フォーマットの社会実装に取り組む。
・伝送フォーマットの使用方法の具体及び水位の収集への応用について整理

SIP第３期(R5～R9年度)
課題８：スマート防災ネットワークの構築
サブ課題Ｄ：流域内の貯留機能を最大限活用した被害軽減の実現
研究開発テーマＤ－３：水門・排水機場の緊急時操作遠隔化・自動化技術の開発

URL：https://www.wec.or.jp/SIP/3-bosai/top.html

【関連した取組み】

【社会実装へ向けた取組み】
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